
家庭学習は，学校で学習したことをしっかりと身に付けるために，また，自ら学

ぶ習慣を身に付けるためにとても大切なものです。

小学校のうちに机に向かう習慣が後々の家庭学習に大きな影響を与えます。今の

うちに身に付けさせましょう。

家庭学習の手引き 保護者用

か てい がくしゅう て び

とくしま し じょうとうしょうがっこう



１ かてい学しゅうをするときには

① ２０分いじょう 学しゅうしましょう。

② はじめに，学校のしゅくだいをしましょう。

③ 時間があまったり，もっとがんばりたいときは，２の中から

えらんでやりましょう。

④ テレビはけして，学しゅうしましょう。

⑤ 学しゅうがおわったら，れんらくちょうをみて，あしたの学校の

じゅんびをしましょう。

２ しゅくだいのほかに，こんな学しゅうをしてみよう。

① きょうの じゅぎょうで べんきょうしたことの おさらいを

しましょう。

②

③

④ けいさんのれ

⑤

⑥

① 本よみは，すらすらよめるように，声に出してれんしゅうする。
こ （正しくよめたか，おうちの人にきいてもらい，れんらくちょう

にサインしてもらう。）
く ② 正しく ていねいに ししゃする。

③ かん字のれんしゅうをする。
ご ・かくすうを声に出しながら 書きじゅんに気をつける。

・おぼえるまで くりかえしやる。

かてい学しゅうのてびき ２年生よう

きょうかごとの べんきょうのしかた

④ ことばあつめをする。
こ ・小さい「や」「ゆ」「よ」「つ」のつくことば
く ・「ﾞ」「ﾟ」のつくことば
ご ・かん字でなかまあつめ

⑤ みじかい文をつくって書く。
・ならったかん字や ことばをつかう。
・しや作文を書く。

⑥ きょうかしょの「てびき」をする。

さ ① べんきょうしたことを ふくしゅうする。
ん ② きょうかしょや もんだいしゅうを うつしてとく。
す ③ けいさんは，せいかくに 早く できるようにれんしゅうする。
う ④ じぶんで もんだいを作って ノートに書く。

⑤ まちがえたもんだいを といてみる。

① わたしたちのまわりの 花や虫をかんさつし，まとめる。
生 ② 気がついたこと，かんじたことを ノートにまとめる。
か ③ じぶんがそだてた生きものの かんさつをする。
つ （花・やさい・虫など）

④ ずかんなどをしらべて，わかったことを書く。
⑤ はたらく人のようすをしらべて，ノートに書く。
⑥ はたらく人に，はなしをきいてまとめる。

音 ① かしを正しくおぼえ，きれいな声でうたう。
が ② きょくのリズムやかいめいをおぼえる。
く ③ けんばんハーモニカのれんしゅうをする。

④ いろいろな音がくをきく。
（CD〔シーディー〕やテレビ，なまえんそうなど）

そ ① 読書して，かんそうを書く。
の ② いえにあるもんだいしゅうをする。
た ③ なわとびやてつぼうなどで，たいりょくづくりに

チャレンジする。

① 見つけたことを 書きましょう。
（天気や空のこと，草花や虫のこと，はたらいている人のことな

日 ど）
き ② じぶんがしたことを ふりかえりましょう。

・学校でしたことを おもいだしましょう。
（おうちの人におしえたいこと）
・おでかけしたこと，ともだちとあそんだこと
（先生におしえたいこと）

③ そのときのじぶんの気もちも書きましょう。
④ ばしょや じかんも わすれずに書きましょう。


